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●建設業に働くみなさんの仕事とくらしを応援します
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12
月

下記日程は支部会館を休館します。

12月28日（水）　大掃除

12月29日（木）～１月４日（水）

　　　　　年末年始休館

年始１月５日（木）は午前のみ営業

午後は四役・書記局会議のため休館

１月６日（金）から通常営業

土・日・祝日も休館

支部会館休館のお知らせ

▼
杉
並
区
の
公
契
約
条
例
は

間
違
い
な
く
公
契
約
現
場
、
委

託
先
で
働
く
人
た
ち
の
最
低
下

限
額
で
賃
金
を
下
支
え
し
、
良

好
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が

る
内
容
で
す
が
、
公
契
約
条
例

制
定
前
か
ら
お
こ
な
っ
て
い
る

賃
金
調
査
に
賃
金
の
上
昇
は

感
じ
ら
れ
ず
、
制
定
後
も
最
低

下
限
額
に
満
た
な
い
人
は
多
い

で
す
。
▼
区
長
懇
談
で
も
話
し

ま
し
た
が
ま
だ
ま
だ
公
契
約

現
場
、
委
託
先
で
の
周
知
が
必

要
で
す
。
▼
区
役
所
、
現
場
発

信
だ
け
で
は
な
く
、
組
合
の
現

場
宣
伝
、
世
田
谷
、
渋
谷
区
の

よ
う
に
ポ
ス
タ
ー
、
確
認
書
な

ど
で
の
発
信
が
大
事
で
す
。
公

契
約
は
制
定
し
て
終
わ
り
で

は
な
く
、
実
行
さ
れ
て
意
味
を

持
つ
も
の
で
あ
り
、
運
動
の
終

わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
▼
バ
ブ

ル
期
に
上
が
っ
た
賃
金
単
価
は
、

そ
の
後
下
が
り
ま
し
た
。
今
は

建
設
業
界
の
人
手
不
足
が
嘆

か
れ
か
な
り
経
つ
の
に
現
場
の

賃
金
は
上
が
り
ま
せ
ん
。
元
請
、

一
次
は
単
価
を
上
げ
た
と
、
大

手
企
業
交
渉
で
は
回
答
し
て
い

る
の
に
。
▼
人
手
不
足
の
業
界

は
人
を
集
め
る
た
め
に
賃
金
を

上
げ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
建
設
業
だ

け
は
上
が
ら
な

い
の
か
。
要
求

す
る
に
は
勇
気

も
必
要
で
す
が
、

し
な
け
れ
ば
変

わ
ら
ず
、
運
動

の
中
か
ら
勇
気

づ
け
ら
れ
た
ら

と
思
い
ま
す
。

支部の
ホームページは
こちら

検索東京土建杉並支部

https://www.doken-suginami.org/shibu/index.html
賃上げ勝ち取る勇気を

（栗林弘行・副執行委員長）

区と合同で
省エネ学習会２

統一教会とよく似る
自民党改憲案の危険３

杉並区と合同で省エネ学習
会を開催。区の助成制度も
ご紹介。

軍事費倍増などを放言する政
府自民党の狙う改憲とは。自
民党と統一教会は改憲問題で
も実によく似ています。

南相馬被災地支援活動

被
災
地
視
察
と
樹
木
伐
採
・
草
刈
り

杉
並
・
新
宿
・
文
京
３
支
部
21
人
が
参
加

11
月
19
日
（
土
）
か
ら
20

日
（
日
）
に
か
け
て
の
被
災

地
支
援
活
動
に
杉
並
14
人
・

新
宿
４
人
・
文
京
３
人
の
３

支
部
21
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
日
の
19
日
は
視
察
が
中

心
。
双
葉
町
の
東
日
本
大
震

災
・
原
子
力
災
害
伝
承
館
を

見
学
し
、
語
り
部
さ
ん
か
ら

話
を
聞
き
な
が
ら
約
１
時
間

の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
。
宿

泊
は
相
馬
市
・
蒲
庭
温
泉
の

蒲
庭
館
で
し
た
。

展
示
だ
け
で
は
見
落
と
す

な
ぜ
事
故
が
起
き
た
か

　

２
０
２
０
年
９
月
に
開
館

し
た
伝
承
館
。
い
ろ
い
ろ
な

展
示
が
並
ん
で
い
ま
す
が
、

事
故
の
主
因
で
あ
る
津
波
・

地
震
に
よ
る
電
源
喪
失
を
防

ぐ
機
会
が
あ
っ
た
こ
と
は
明

示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
解
説

員
さ
ん
は
原
発
サ
イ
ト
の
模

型
の
前
で
、
２
点
説
明
し
て

い
ま
し
た
。
①
内
陸
で
竜
巻

に
備
え
て
発
電
機
な
ど
を
地

上
で
は
な
く
地
下
に
設
置
し

た
ア
メ
リ
カ
の
設
計
を
そ
の

ま
ま
日
本
に
導
入
。
②
１
〜

４
号
機
と
比
べ
５
・
６
号
機

は
少
し
だ
け
高
い
場
所
に
作

ら
れ
て
い
た
た
め
津
波
を
防

げ
た
と
の
話
。

　

な
ぜ
５
・
６
号
機
は
高
い

場
所
か
を
聞
く
と
「
後
か
ら

設
計
し
た
か
ら
」
。
ま
た
な

ぜ
も
と
も
と
高
台
だ
っ
た
と

こ
ろ
を
10
ｍ
以
上
も
削
っ
て

作
っ
た
の
か
を
聞
く
と
「
効

率
優
先
」
と
語
り
、
続
け
て

「
社
内
で
も
問
題
を
指
摘
す

る
声
が
あ
っ
た
の
に
結
局
見

直
さ
れ
な
か
っ
た
」と
事
故
の

原
因
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

展
示
だ
け
で
は
理
解
し
に
く

い
た
め
見
学
時
は
要
注
意
。

原
子
力
複
合
災
害
…

救
助
に
行
け
ぬ
悔
い

　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
語

り
部
さ
ん
は
「
請
戸
一
帯
は

災
害
危
険
区
域
に
指
定
さ
れ

て
家
が
立
た
な
い
」
と
語
り
、

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
や
会
社
施

設
は
新
設
が
進
む
一
方
、
家

屋
な
ど
は
朽
ち
て
い
く
だ
け

と
い
う
両
者
の
対
比
を
説
明
。

ま
た
、
請
戸
小
学
校
の
児
童

全
員
が
避
難
し
て
生
き
残
っ

た
高
台
（
今
は
共
同
墓
地
と

公
園
）
で
語
っ
た
の
は
、
原
子

力
複
合
災
害
の
こ
と
。
津
波

の
後
、
消
防
団
な
ど
を
先
頭

に
生
存
者
の
救
助
活
動
を
始

め
よ
う
と
す
る
も
、
既
に
暗

く
な
っ
て
い
た
た
め
役
所
か

ら
ス
ト
ッ
プ
が
か
か
り
、
翌

朝
か
ら
の
活
動
を
計
画
。
し

か
し
翌
朝
に
国
が
原
発
か
ら

半
径
10
キ
ロ
圏
内
の
避
難
指

示
を
だ
し
、
救
助
活
動
が
で

き
な
か
っ
た
。
物
音
の
し
た

瓦
礫
の
中
の
隣
人
を
救
助
に

行
け
な
か
っ
た
人
々
の
心
の

傷
は
今
で
も
癒
え
な
い
こ
と

を
語
り
ま
し
た
。

２
日
目
…
大
悲
山

温
泉
旅
館
の
跡
地
で

　

南
相
馬
で
は
国
の
史
跡

大
悲
山
石
仏
の
近
く
の
温
泉

宿
の
跡
地
で
草
刈
り
と
伐
木

な
ど
の
作
業
。
立
派
に
実
っ

た
柿
も
猿
や
猪
を
呼
ぶ
の
で

伐
っ
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
。一

日
の
作
業
で
、
当
初
は
草
に

埋
も
れ
て
使
え
な
か
っ
た
階

段
も
通
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

ま
だ
高
線
量
の
地
域
も
あ

り
ま
す
。
復
興
な
る
そ
の
日

ま
で
こ
れ
か
ら
も
東
京
土
建

は
支
援
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

草に
埋もれた
階段も

刈って
刈って

集めて
捨てて

草に
埋もれた
看板も

作業を
終えて
全員集合

きれいに
なり
ました

原発サイトの模型前で解説を聞く仲間たち（伝承館）

まだ高線量の仮置場（南相馬市小高区）

語り部さんの背後が請戸小学校

石碑を読む仲間たち

傾いたお堂も修理できず

元の田んぼにソーラーパネル新設

11.19～20

まだ遠い復興へ支えて
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目
標
12
に
は
、
１
〜
８
と
ａ
〜

ｃ
の
11
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
①
先
進
国
主
導
で

す
べ
て
の
国
が
対
策
を
講
じ
る
②

天
然
資
源
の
管
理
と
効
率
的
な
利

用
③
小
売
・
消
費
段
階
の
世
界
全

体
の
１
人
当
た
り
の
食
品
廃
棄
物

を
半
減
④
合
意
さ
れ
た
国
際
的
な

枠
組
み
に
従
い
、
製
品
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
を
通
じ
て
化
学
物
質
や
廃

棄
物
の
管
理
⑤
リ
サ

イ
ク
ル
、
再
利
用
で

廃
棄
物
排
出
を
大
幅

に
削
減
⑥
企
業
の
新

慣
行
導
入
を
奨
励
⑦

公
共
調
達
の
慣
行
を

変
え
る
⑧
あ
ら
ゆ
る

人
々
が
自
然
と
調
和

し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
関
す
る

情
報
と
意
識
を
持
つ
よ
う
に
す
る

（
ａ
）
開
発
途
上
国
の
科
学
的
・

技
術
的
能
力
の
強
化
（
ｂ
）
持
続

可
能
な
開
発
の
好
影
響
（
雇
用
創

出
、
観
光
業
な
ど
へ
）
測
定
法
を

開
発
・
導
入
す
る
（
Ｃ
）
破
壊
的

な
消
費
を
奨
励
す
る
非
効
率
的
な

化
石
燃
料
の
補
助
金
を
合
理
化
す

る
（
貧
困
層
保
護
に
は
配
慮
）
。

　

④
に
つ
い
て
は
２
０
２
０
年

ま
で
、
②
③
⑤
⑧
に
つ
い
て
は

２
０
３
０
年
ま
で
に
、
と
い
う
期

限
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

モ
ノ
を
つ
く
る
に
は
、
原
材
料

の
生
産
か
ら
流
通
、
使
用
、
廃
棄

す
べ
て
の
段
階
で
水
や
空
気
、
そ

の
他
材
料
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
人
間

の
労
力
を
必
要
と
し
ま
す
。
省
エ

ネ
に
見
え
て
も
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
を
通
し
て
み
れ
ば
消
費
が
大

き
か
っ
た
り
、
有
害

だ
っ
た
り
す
る
も
の

に
も
注
意
す
べ
き
で
、

根
本
的
に
は
大
量
生

産
・
大
量
消
費
と
遠

距
離
輸
送
を
前
提
と

し
た
社
会
・
経
済
シ

ス
テ
ム
の
見
直
し
が

必
要
で
す
。

　

杉
並
区
で
も
２
０
２
１
年
４
月

に
開
園
し
た
農
業
・
福
祉
連
携
事

業
「
す
ぎ
の
こ
農
園
」
で
農
業
体

験
や
食
品
ロ
ス
削
減
講
座
を
お
こ

な
っ
た
り
し
て
、
そ
う
し
た
意
識

の
醸
成
の
土
壌
づ
く
り
が
は
じ

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

身
近
な
食
べ
物
や
道
具
か
ら
見

直
し
て
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ

う
。

持
続
可
能
な
社
会
め
ざ
し
て
⑪

　

す
べ
て
の
人
が
平
和
と
豊
か
さ
を
享
受
で
き
る
こ
と
を
め

ざ
し
国
連
の
定
め
た
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」
は
17
の
大

目
標
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

責
任
あ
る
消
費
と
生
産
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。

つ
く
る
責
任
つ
か
う
責
任

■日本全国の食品ロス
　年612万ｔ（人口ひとりあたり50㎏）

■野焼きの禁止
　2001年から直罰規程…昔は町中

でごみを燃やしていた

■東京ごみ戦争
　都や江東区と地域を巻き込ん

だ大きな争いと裁判の和解を経

て1982年に高井戸清掃工場が

稼働。今は2017年に建て替えが

完了した新工場が稼働していま

す。区の90

周年記念の

動画も見て

みては（約

24分）。

目標

ごみ問題一口メモ

SDGｓ（Sustainable Development Goals）めざして ～ Responsible Consunption and Production ～SDGｓ（Sustainable Development Goals）めざして ～ Responsible Consunption and Production ～SDGｓ（Sustainable Development Goals）めざして ～ Responsible Consunption and Production ～
持続可能な 開発

用語解説

１．通称「エコ住宅促進助成」     
①再生可能エネの導入助成 （最大）300,000 単位当たり補助
太陽光発電システム 120,000 ４万円／kWh
強制循環式ソーラーシステム 60,000 ２万円／㎡
自然循環式太陽熱温水器 20,000 １万円／㎡
定置用リチウムイオン蓄電池 80,000 １万円／kWh
太陽光発電＋蓄電器同時設置加算 20,000 （定額）

②断熱改修等省エネルギー対策助成 （最大）300,000 
自然冷媒ヒートポンプ給湯器
（エコキュート）

50,000 （定額）

家庭用燃料電池（エネファーム） 50,000 （定額）

高日射反射塗装 150,000 １千円／㎡
窓・ドア断熱改修 150,000 最大1.25万円／箇所

（寸法による）
雨水タンク　　設置 20,000 税抜本体価格の1/2

２．杉並区LED照明機器切替助成
アパートやマンションの共用部や、事務所が対象
杉並区LED照明機器切替助成 （最大）300,000 設置費用の半額

11
10
杉
並
区
環
境
課
と
合
同
で
省
エ
ネ
学
習
会
を
開
催

再
エ
ネ
・
省
エ
ネ
助
成
の
活
用
を

　

杉
並
区
環
境
課
か
ら
は
岡
田
良
隆
係
長
を
は

じ
め
４
人
が
参
加
し
、
杉
並
区
独
自
の
助
成
制

度
に
つ
い
て
説
明
。

　

住
宅
に
関
連
し
た
杉
並
区
独
自
の
助
成
制
度

は
大
き
く
２
つ
あ
り
、
個
人
宅
な
ど
も
対
象
の

通
称
エ
コ
住
宅
促
進
助
成
と
、
ア
パ
ー
ト
や
マ

ン
シ
ョ
ン
共
有
部
だ
け
が
対
象
の
L
E
D
照
明

機
器
切
替
助
成
。

　

エ
コ
住
宅
促
進
助
成
は
、
①
再
生
可
能
エ
ネ

導
入
助
成
と
②
断
熱
改
修
省
エ
ネ
対
策
助
成
で

そ
れ
ぞ
れ
最
大
30
万
円
ま
で
。
窓
・
ド
ア
の
交

換
で
も
活
用
で
き
る
の
で
ぜ
ひ
検
討
を
。

　エコ住宅促進助成は新築や大リフォームでな
い限り使いづらいものが多いですが、住宅設備
機器や住宅の塗装は耐用年数が10年～といわ
れており、そうした機会と合わせると活用しや
すそうです。

　一方、断熱改修等省エネ助成のうち、窓・ド
アの断熱改修などは比較的安い費用で実施で
き効果も高いと言われているため、より積極的
に活用できそうです。

※LED照明機器切替助成は、個人宅などは対象外で
すが大きな節電効果が期待できるので、区内に事
務所のある方や、アパートやマンションの共有部
がまだ蛍光灯の人はぜひ活用の検討を。   屋根と外壁と窓、基礎（また

は床下）まで、断熱面で基準と
なる外側との境を外皮といいま
す。
　その断熱性次第で冷暖房に
使うエネルギーが大きく変わる
ため、住宅性能を考える上でも
重要視されるようになりました。

活用法①

活用法②

新築・大リフォーム時に…

窓・ドア断熱は有効…

　

学
習
会
の
後
半
は
本
部

技
術
対
策
部
長
の
佐
藤
里

志
さ
ん
（
渋
谷
支
部
出
身

の
一
級
建
築
士
）
に
よ
る

改
正
建
築
物
省
エ
ネ
法
と

住
宅
省
エ
ネ
の
お
話
で
し

た
。２

０
２
５
年
に
は　

断
熱
４
級
不
可
欠
に

　

今
年
の
６
月
に
成
立

し
た
改
正
省
エ
ネ
法
に
よ

り
、
従
来
は
義
務
付
け
ら

れ
て
こ
な
か
っ
た
小
規
模

戸
建
も
含
め
、
２
０
２
５

年
に
は
全
て
の
新
築
に

お
い
て
断
熱
等
級
４
以

上
の
性
能
が
義
務
付
け

ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
め
ざ

す
上
で
も
不
可
避
の
こ
と

で
す
。

　

改
正
法
は
①
２
０
２
５

年
の
全
新
築
住
宅
・
非
住

宅
の
省
エ
ネ
基
準
適
合
義

務
化
の
ほ
か
、
②
既
存
住

宅
な
ど
の
性
能
向
上
改
修

を
後
押
し
す
る
金
融
支

援
策
強
化
、
③
性
能
向
上

施
策
の
前
年
（
２
０
２
４

年
）
で
の
省
エ
ネ
性
能
表

示
の
推
進
な
ど
が
柱
で
す

が
、
こ
れ
ら
に
伴
い
、
建

築
側
も
設
計
側
も
技
術
の

向
上
が
不
可
欠
で
、
同
時

に
事
務
量
の
増
加
は
避
け

ら
れ
ず
、
そ
の
対
応
も
必

要
で
す
。

標
準
・
簡
易
・
仕
様
…

性
能
計
算
の
３
ル
ー
ト

　

住
宅
の
省
エ
ネ
性
能
を

決
め
る
の
は
外
皮
の
断
熱

性
と
設
備
機
器
の
使
用
に

よ
る
一
時
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
量
で
す
。
な
お
、
ソ
ー

ラ
ー
発
電
な
ど
を
つ
け
て

作
り
出
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

消
費
量
と
つ
り
あ
う
住
宅

を
、
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

ハ
ウ
ス
＝
Z
E
H
（
ぜ
っ

ち
）
と
い
っ
て
い
ま
す
。

　

性
能
計
算
は
、
標
準

計
算
、
簡
易
計
算
、
仕
様

ル
ー
ト
の
３
つ
が
あ
り
、

計
算
に
か
か
る
作
業
量
は

仕
様
ル
ー
ト
に
む
か
っ
て

減
り
ま
す
が
、
基
準
を
ク

リ
ア
す
る
た
め
に
よ
り
高

性
能
な
部
材
な
ど
が
必
要

に
な
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
特
徴
を
活
か
し
て
活
用

す
べ
き
。

　

工
務
店
だ
け
で
な
く
施

工
者
に
も
避
け
ら
れ
な
い

こ
の
問
題
、
断
熱
の
実
技

講
習
も
組
合
で
行
っ
て
い

る
の
で
ぜ
ひ
活
用
し
て
備

え
ま
し
ょ
う
。

11
月
10
日
、
杉
並
区
環
境
課
と
合
同
で
省
エ
ネ
学
習
会
を
支
部
会
館
に

て
開
催
。
環
境
課
か
ら
杉
並
区
の
エ
コ
住
宅
促
進
助
成
や
L
E
D
照

明
機
器
切
替
助
成
を
学
び
、
ま
た
本
部
技
術
対
策
部
の
佐
藤
里

志
さ
ん
を
講
師
に
省
エ
ネ
断
熱
と
関
連
法
改
正
に
つ
い
て

学
習
。
55
人
が
参
加
し
ま
し
た
（
文
責
・
編
集
部
）
。

学習会で説明のあった助成金

いずれの工事も
着工３週間以上前に
区に申し込み
事前に了解を得る
必要があります。

要注意杉並区独自助成の

ポイント解説

【外皮性能】

東京土建本部技術対策部長の佐藤里志さん

法
改
正
で
木
造
戸
建
も
性
能
義
務
化

作
業
者
も
断
熱
施
工
技
術
の
更
新
不
可
避

杉並区
環境課の
みなさん

55
人
も
の
仲
間
が
参
加
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12
月
当
初
人
員
３
、１
５
２
人

（
分
会
・
群
順　

敬
称
略
）

　

氏　

名

職　

種

所　

属

紹 

介 

者

渡
邊　

貴
幸

土
木
・
舗
装

西

荻

来
栖　

祐
也

西
谷　

駆

建
築
・
大
工

西

荻

藍
川　

眞
樹

一
ノ
瀬　

タ
イ
子

土
木
・
舗
装

西

荻

直
接
加
入

Ｍ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｌ
Ｏ 

Ｋ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
Ｎ 

Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｂ

鉄
筋

富
士
見

五
味　

成
康

Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
Ｇ 

Ｃ
Ｈ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ａ
Ｎ 

Ｅ
Ｎ
Ｒ
Ｉ
Ｌ
Ｅ

鉄
筋

富
士
見

五
味　

成
康

Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
Ｇ 

Ａ
Ｌ
Ｌ
Ａ
Ｎ 

Ｊ
Ｏ
Ｙ 

Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｚ
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
Ａ
Ｓ

鉄
筋

富
士
見

五
味　

成
康

宮
野　

公
一

床
・
内
装

阿
佐
谷

西
山　

政
幸

宮
野　

清
太

床
・
内
装

阿
佐
谷

西
山　

政
幸

岡
本　

千
明

建
築
・
大
工

阿
佐
谷

黒
川　

淳
生

齋
藤　

誠

塗
装

中

央

氏
福　

勉

Ｈ
Ｏ
Ａ
Ｎ
Ｇ 

Ｖ
Ａ
Ｎ 

Ｌ
Ｏ
Ｉ

防
水

高

和

松
﨑　

徹

雄
谷　

信
之

建
築
・
大
工

高

和

田
代　

浩
二

須
藤　

隆
介

給
排
水
・
衛
生
・
ガ
ス

泉

南

星
野　

栄
治

掲載は無料です

どうぞご利用

ください

改憲でも統一教会と親和性高い自民党統一教会（勝共連合） 自民党
1．緊急事態条項
戦争や災害などの国家的緊急事態に
際して、宣言を発令して憲法秩序を一
時停止し、非常措置をとる
『世界思想』2021年５月号

大地震その他の異常かつ
大規模な災害
（註）武力攻撃事態も「その
他」に含まれる
（自民党改憲４項目2018）

２．家族条項
行き過ぎた個人の人権が拡散し家庭
と社会、さらには国が内から崩されて
いく
『世界思想』2015年５月号

家族は社会の自然かつ基
礎的単位
（2012年自民党改憲案）

３．９条改憲
憲法に国防義務を明示し、しかるべき
軍事力を保持することを明示する
『世界思想』2015年５月号

自衛隊の明記と自衛権へ
言及
（自民党改憲４項目2018）

深刻な憲法の危機
　

12
月
２
日
、
自
民
・
公
明
両
党
が
「
敵
基
地
攻
撃
能

力
保
有
」
で
合
意
。
防
衛
３
文
書
の
見
直
し
も
狙
わ

れ
て
い
ま
す
。
中
国
と
北
朝
鮮
の
脅
威
を
口
実
に
国

民
を
苦
難
の
ど
ん
底
に
追
い
込
む
憲
法
の
深
刻
な
危

機
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

自
民
党
と
統
一
教
会

改
憲
で
も
親
和
性

　

一
時
の
報
道
熱
も
冷
め

た
よ
う
に
見
え
る
統
一
教

会
問
題
で
す
が
、
そ
の
病

根
は
ま
っ
た
く
断
た
れ
て

い
ま
せ
ん
。
統
一
教
会
の

「
正
体
を
隠
し
て
勧
誘
し

洗
脳
す
る
」
と
い
う
仕
組

み
自
体
が
信
教
の
自
由

を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、

宗
教
で
は
な
く
犯
罪
集
団

と
捉
え
ら
れ
る
点
に
留
意

し
た
い
も
の
で
す
。

　

さ
て
そ
ん
な
統
一
教
会

は
多
く
の
組
織
を
持
っ
て

い
ま
す
が
、そ
の
政
治
面
で

の
顔
で
あ
る
「
国
際
勝
共

連
合
」
も
自
民
党
と
の
関

係
が
深
い
も
の
で
す
。

　

改
憲
問
題
で
も
表
の
よ

う
に
①
緊
急
事
態
条
項
②

家
族
条
項
③
９
条
改
憲
の

ど
の
点
で
も
よ
く
似
て
い

る
の
は
偶
然
で
は
な
く
、Ｃ

Ｉ
Ａ（
米
国
中
央
情
報
局
）

と
深
い
つ
な
が
り
が
あ
る
か

ら
で
す
。
岸
信
介
や
日
本
の

テ
レ
ビ
の
父
（
原
発
の
父
と

も
）と
い
わ
れ
る
正
力
松
太

郎
、自
民
党
誕
生
に
も
か
か

わ
っ
た
緒
方
竹
虎
な
ど
、Ｃ

Ｉ
Ａ
の
援
助
を
受
け
た
人

物
は
日
本
の
中
枢
に
食
い

込
み
、そ
の
影
響
は
今
な
お

続
い
て
い
ま
す
。

平
和
の
党
の
看
板
ど
こ
に

敵
基
地
攻
撃
能
力
と
は

　

自
公
両
党
が
合
意
し
た

敵
基
地
攻
撃
能
力
保
有
の

特
徴
は
①
攻
撃
が
実
行
さ

れ
る
前
で
も
、
相
手
が
攻

撃
を
企
図
し
た
場
合
こ
ち

ら
か
ら
攻
撃
で
き
る
（
相

手
に
撃
た
れ
る
前
に
撃
て

る
）
②
日
本
が
攻
撃
さ
れ

な
く
て
も
米
国
（
米
軍
）
が

攻
撃
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た

ら
撃
て
る
③
相
手
の
基
地

に
限
ら
ず
指
揮
命
令
系
統

の
あ
る
と
こ
ろ
を
攻
撃
で

き
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

自
国
の
領
土
に
弾
が
飛

ん
で
い
な
い
の
に
他
国
の
領

土
に
弾
を
打
ち
込
む
の
は
、

国
際
法
違
反
の
先
制
攻
撃

で
す
。
相
手
国
か
ら
は
「
攻

撃
も
し
て
い
な
い
の
に
一
方

的
に
攻
撃
さ
れ
た
」と
非
難

さ
れ
正
々
堂
々
の
反
撃
を
受

け
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

な
お
マ
ス
ス
コ
ミ
は
中
国

の
台
湾
侵
攻
危
機
を
煽
っ

て
い
ま
し
た
が
、
バ
イ
デ

ン
米
大
統
領
が
２
０
２
２

年
11
月
の
首
脳
会
談
後
に

「
差
し
迫
っ
た
意
図
が
あ
る

と
は
考
え
な
い
」
と
発
言
し

て
い
る
と
お
り
で
、ま
と
も

に
分
析
す
れ
ば
台
湾
有
事

は「
台
湾
が
」
形
式
的
独
立

を
図
ろ
う
と
し
な
い
限
り

起
こ
ら
な
い
と
わ
か
り
ま
す
。

　

北
朝
鮮
の
脅
威
も
論
外

で
す
。
制
空
権
も
制
海
権

も
な
く
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
だ

け
で
他
国
の
制
圧
が
不
可

能
な
の
は
そ
れ
こ
そ
ロ
シ

ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
で

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

軍
事
費
倍
増
こ
そ

平
和
と
く
ら
し
の
敵

　

お
も
ち
ゃ
が
ほ
し
い
政

治
家
と
お
金
が
ほ
し
い
軍

産
複
合
体
か
ら
国
民
を
守

る
の
が
憲
法
で
す
。こ
れ
を

活
か
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

だ
い
た
い
国
防
を
語

る
な
ら
ま
ず
外
交
、
そ
し

て
何
よ
り
年
80
万
人
を

切
っ
た
出
生
数
、
外
航
船

員
３
％
台
の
日
本
人
比
率
、

定
員
割
れ
の
自
衛
隊
隊
員
、

原
発
の
撤
去
、
食
料
の
確

保
…
…
先
に
や
る
べ
き
こ

と
が
い
く
ら
で
も
あ
り
ま

す
。お
腹
が
す
い
て
も
ミ
サ

イ
ル
は
食
え
ま
せ
ん
。

自
公
が
敵
基
地
攻
撃
能
力
保
有
で
合
意

　東日本大震災・福島原発事故から10年
以上が経ちましたが今なお原子力緊急事
態宣言は継続中です。にもかかわらず岸
田首相らは原発の再稼働ばかりか、安倍・
菅氏も言えなかった原発の新増設まで言
いたい放題です。
　まだ核のゴミの捨て場もないまま、安
全対策もいい加減な東電を野放しにする
その姿勢を正させなければなりません。

　保険証を廃止しマイナンバーカードに
一本化しようという違法な動きがあります。
強行されれば東京土建国保の危機です。
　紙の署名を今月配布します。なお以下の
ネット署名（全労連アカウント）も同じも
のですので、知り合いの方にも広めてくだ
さい。

　健康な習慣づくりの第一歩は記録から。４月１日以降に、
体重、歩数、血圧、歯みがきのいずれかを２つ以上を、3カ
月間記録（1カ月10日以上で3カ月連続の記録が条件）し、国
保組合健康増進課へ結果を提出。先着1,500人に1,000円
のクオカードを贈呈。今月配布の国保カレンダーも活用を。

　東京土建国保では年度で１回、健康
診査が無料で受けられます。契約医療
機関は区外にもあります（左の二次元
コード参照）。直接電話で予約し、健
診を受けましょう。

2011年９月のさようなら原発集会

３．11を忘れたか

現
場
賃
金
調
査

区職員が初参加
　

杉
並
公
契
約
条
例
が
適
用
さ
れ
て
い

る
公
共
工
事
現
場
で
、賃
金
対
策
部
と
Ｐ

Ａ
Ｌ
を
中
心
に
毎
月
お
こ
な
っ
て
い
る
現

場
賃
金
調
査
。
11
月
の
賃
金
調
査
に
は
、

初
め
て
区
の
職
員
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

仕
事
を
終
え
て
出
て
く
る
作
業
員
た

ち
に
直
接
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
て
い
ま
す

が
、現
場
の
労
働
報
酬
の
下
限
が
決
ま
っ

て
い
る
こ
と
は
お
ろ
か
、い
ま
だ
に
「
公

契
約
条
例
」の
名
前
す
ら
知
ら
な
い
人
の

方
が
多
い
状
況
。
今
後
い
っ
そ
う
の
周
知

を
す
す
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

自分・家族・土建国保守ろう

けんチャレ2022

健診を受けよう

記録をつけて送るだけで

クオカードもらえる（先着）

まずは年度１回

保険証
廃止 をNO

■塗装・防水・電気・営業■
【社員】
㈱しんせん

代表　小笠原　健悦
杉並区堀ノ内3-49-7横尾ビル１F

℡03-3311-2196

■塩ビシート専門■
【社員】
㈱ＵPstart

代表　相澤　秀明
杉並区永福1-39-9-106
℡03-6677-3747

■ガラス工■
【社員】
㈱住硝

代表　市　大介
杉並区高井戸西2-12-16水村ビル1F

℡03-3331-2281

■揚重工■
【社員】
秀英舎

代表　飯岡　秀斗
杉並区和田1-13-11-203
℡080-1230-6083

■鉄筋工■
【社員】

㈱浜辺鉄筋工業
代表　浜辺　秋彦
杉並区清水3-8-9
℡03-6913-6211

■現場管理■
【社員】
㈱佐藤工務店

代表　佐藤　雄一郎
杉並区高井戸西2-12-23
℡03-3334-0082

■造園■
【社員】

㈱ネクストグリーン
代表　堀内幸雄

杉並区堀ノ内2-7-7プチシャンブル101
℡03-6677-7168

■空調・ダクト・電気■
【社員】
㈱拓海設備

代表　ガセミ　アキバル
中野区弥生町2-36-15ＡＧビル

℡03-6382-8605

■現場管理■
【社員】

㈱エッジＰＬＡＮ
代表　島田　幹二朗
杉並区井草2-7-18
℡03-6454-7432

■はつり・解体工■
【社員】

デストラクション
代表　穴澤　司
杉並区堀ノ内3-48-55
℡070-6650-5851
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図
面
を
書
く
よ
う
な
働
き
方
で
が
ん
ば

り
ま
し
た
。

　

池
田
建
設
は
良
い
会
社
で
し
た
が
、
学

歴
で
出
世
コ
ー
ス
が
分
か
れ
て
い
て
、
高

卒
の
尊
敬
で
き
る
先
輩
よ
り
上
の
地
位

に
つ
く
こ
と
に
な
る
の
が
嫌
で
29
歳
で
独

立
、
建
築
工
芸
白
山
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

最
初
は
店
舗
内
装
の
仕
事
が
中
心

で
、
そ
の
後
、
ゼ
ネ
コ

ン
の
仕
事
で
銀
行
の

改
修
な
ど
い
ろ
い
ろ

手
が
け
ま
し
た
。
５
、

０
０
０
万
円
以
上
の
不

払
い
に
も
遭
い
ま
し
た

が
倒
産
防
か
ら
も
借

り
て
な
ん
と
か
や
り
く

り
し
、
下
請
に
も
銀
行

に
も
支
払
い
を
遅
ら
せ

た
こ
と
が
な
い
の
は
自

慢
で
す
。
営
業
ら
し
い

営
業
も
せ
ず
に
人
の
紹

介
で
仕
事
が
つ
な
が
っ

て
き
た
の
も
ま
じ
め
に

仕
事
を
し
た
お
か
げ
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

31
歳
の
時
に
親
友
の
紹
介
で
和
子
さ

ん
と
結
婚
。
以
後
一
心
同
体
で
く
ら
し
て

き
て
、
娘
と
息
子
、
そ
し
て
７
人
の
孫
に

も
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　

組
合
に
入
っ
て
は
や
20
年
以
上
。
妻

が
長
期
入
院
し
た
時
に
は
土
建
国
保

で
安
心
し
て
治
療
も
で
き
ま
し
た
。
商

売
繁
昌
の
名
を
背
負
っ
た
人
生
、
最
近

は
庭
園
づ
く
り
が
趣
味
で
す
。
そ
ろ
そ

ろ
保
険
証
の
切
り
替
え
の
年
齢
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
信
頼
さ
れ
る
仕
事
を
し
て

い
き
た
い
で
す
。

【
取
材　

喜
多
正
之
】

　

私
は
杉
並
・
荻
窪
の
出
身
で
す
。
中
田

家
の
代
々
の
習
わ
し
で
白
山
神
社
の
宮

司
さ
ん
に
出
し
て
も
ら
っ
た
候
補
の
中
か

ら
両
親
が
、
明
る
く
さ
か
え
て
い
く
と
の

意
味
の
「
昌ま

さ
ゆ
き行

」
と
命
名
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
が
得
意

で
、
若
杉
小
か
ら
中
高
は
日
大
二
中
・

高
と
す
す
み
、
高
校
２
年
の
夏
ま
で
野

球
部
に
所
属
。
レ
ギ
ュ

ラ
ー
に
は
な
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
チ
ー
ム
は
甲

子
園
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

高
校
を
出
て
か
ら
は

工
学
院
大
学
で
建
築
を

学
び
、
父
の
す
す
め
も

あ
っ
て
建
築
業
界
へ
。
池

田
建
設
（
株
）
に
入
社
し

こ
れ
か
ら
と
い
う
時
に
、

荻
窪
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で

働
い
て
い
た
兄
が
大
病

し
、
そ
の
代
役
と
し
て
１

年
間
料
理
の
世
界
で
働

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

事
情
を
説
明
し
た
ら
池

田
建
設
も
休
職
を
認
め
て
く
れ
ま
し
た
。

一
年
後
に
は
建
設
業
に
復
帰
。
の
ち
に
木

場
で
３
０
０
世
帯
く
ら
い
の
マ
ン
シ
ョ
ン

も
任
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
あ
り
が
た

い
こ
と
で
す
。

　

こ
の
現
場
は
地
下
50
ｍ
ほ
ど
掘
っ
て

ガ
ス
も
出
て
大
変
。
昼
は
現
場
、
夜
は

神 社 で も ら っ た 名

明 るく商 売 も 繁 昌 を

中
なか た

田 昌
まさゆき

行さん　西荻・内装仕上

11
月
慶
弔
傷
病
見
舞
金
支
給

59
件

　

ど
け
ん
共
済
は
組
合
員

が
病
気
や
ケ
ガ
で
働
け
な
く

な
っ
た
時
の
生
活
を
助
け
合

い
、
結
婚
や
出
産
、
仲
間
や

家
族
が
亡
く
な
っ
た
時
な
ど

に
給
付
さ
れ
る
み
ん
な
の
助

け
合
い
制
度
で
す
。
こ
れ
ま

で
に
多
く
の
仲
間
が
給
付
を

受
け
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

■
お
め
で
と
う

【
結
婚
】

佐
藤　

大
介
（
西　

荻
）

【
出
産
】

澤
田　

健
太
（
井　

荻
）

星
野
憲
太
郎
（
井　

荻
）

坂
口　

裕
美
（
富
士
見
）

【
成
人
】

１
件

【
新
入
学
】

４
件

【
資
格
取
得
】

９
件

■
お
大
事
に

【
傷
病
見
舞
金
】

西
村　

良
雄
（
井　

荻
）

重
盛　

慶
介
（
浜　

福
）

古
川　

一
郎
（
浜　

福
）

小
島　

浩
義
（
高　

和
）

上
原
き
み
ゑ
（
高　

和
）

三
嶋　

正
志
（
泉　

南
）

山
岡　

卓
也
（
泉　

南
）

ほ
か
31
件

■
お
悔
や
み

　

申
し
あ
げ
ま
す

【
本
人
死
亡
】

萱
森
美
二
男
（
富
士
見
）

代
田　
　

稔
（
浜　

福
）

【
家
族
死
亡
】

１
件

　事実婚の異性カップルや約13人に１人
ともいわれるＬＧＢＴＱの方むけのパー
トナーシップ制度は全国で広がっていま
す（人口カバー率６割以上）。杉並でも
条例制定へ来年１月４
日まで骨子案への区
民意見募集中です。ぜ
ひあなたの意見を投
じてください。

　インフルエンザの予防接種を受けたら、
土建国保では１年度に１回2,000円の補
助が受けられます。75歳以上の組合員
は共済から補助。申請が必要ですのでお
忘れなく。

インフルエンザ予防接種

補助申請お忘れなく

仮称杉並区パートナーシップ制度

10・30

　

最
初
の
目
的
地
は
大
月

市
に
あ
る
笹
一
酒
造
で
日

本
酒
の
試
飲
と
お
買
い
物
。

続
い
て
甲
府
市
の
桔
梗
屋

信
玄
餅
工
場
へ
。
こ
こ
で

は
信
玄
餅
の
詰
め
放
題
に

挑
戦
。
最
高
23
個
詰
め
た

人
も
。

　

お
昼
は
権
六
で
名
物
の

ほ
う
と
う
。
体
が
あ
た
た

ま
り
ま
し
た
。

　

昼
食
後
は
国
の
特
別

名
勝
で
全
国
屈
指
の
渓
谷

美
と
謳
わ
れ
る
昇
仙
峡
で
、

す
ば
ら
し
い
自
然
に
癒
さ

れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
シ
ャ
ト
ー
勝
沼

に
立
ち
寄
っ
て
今
度
は
ワ

イ
ン
の
試
飲
と
お
土
産
を

買
い
込
む
と
い
う
、
盛
り

だ
く
さ
ん
の
旅
行
で
し
た
。

　

帰
り
の
高
速
道
路
は
恒

例
の
渋
滞
が
あ
り
ま
し
た

が
ビ
ン
ゴ
大
会
で
ヒ
ー
ト

ア
ッ
プ
、
楽
し
い
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
の
分
会
旅
行

に
続
け
て
、
今
後
も
交
流

イ
ベ
ン
ト
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

浜福分会バス旅行

10
月
30
日
（
日
）
浜
福
分
会
は
23
人
の
参

加
で
、
山
梨
方
面
（
昇
仙
峡
や
勝
沼
ワ
イ
ナ

リ
ー
）へ
分
会
旅
行
を
開
催
。
晴
天
の
秋
の
一

日
、久
し
ぶ
り
の
旅
行
で
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

晩
秋
の
渓
谷
美
満
喫

布袋さんの中に仲間が

昼
は
名
物
の
ほ
う
と
う

国の特別名勝の昇仙峡で

中田昌行さん

区民意見募集中


